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主な取組

①デジタル化資料（画像データ）の提供

②インターネット資料・オンライン資料の収
集・保存・提供

③国会会議録（テキスト・画像データ）の提供

④書誌データ・典拠データの提供
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③ 国会会議録（テキスト・画像データ）の提供

○ 衆議院・参議院各事務局と共同で
「国会会議録フルテキスト・デー
タベース」を構築

○ 第１回国会以降の本会議・委員会
等の会議録のテキストデータ
（会議録情報と議事部分）及び
画像データ（173万ページ、平成
29年1月現在）を提供

○ 「国会会議録検索システム」に
よる検索・閲覧に加えて、検索
結果の複製（著作権者の許諾が
必要な場合を除く）、「国会会議
録フルテキスト・データベース」
との検索用APIによる機械的な連携
（営利目的を除く）が可能

※ 著作権法第40条（政治上の演説等の利用）
の規定により、原則として、著作権者の許諾
を得ずに利用することが可能

現状

国会会議録検索システム http://kokkai.ndl.go.jp/

検索用APIにより、テキストデータの機
械的な入手・利用が可能
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④ 書誌データ、典拠データの提供

○ 国立国会図書館所蔵資料についての書
誌情報（書誌データ）を「NDL-PAC」
や「国立国会図書館サーチ」から、検
索機能のほか、API､RSS配信等により
提供。平成28年12月現在で1170万件
のデータを提供

○ 「国立国会図書館典拠データ検索・提
供サービス(Web NDL Authorities)」と
して､国立国会図書館が作成した典拠
データ（書誌と紐づく個人名､団体名､
地名、キーワード（件名）等について､
同じ対象に関する異なる名前や同義
語・関連語などを管理するデータ）を
API､RSS配信等により提供。平成28年
12月現在で122万件のデータを提供

○ 書誌データや典拠データは Linked
Dataでも提供

現在、NDLの書誌データ及び典拠データは、非営利目的の場合に無償で提供しているが、
更なる利用の拡大に向けた取組が必要

課題

現状

http://id.ndl.go.jp/auth/ndla
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検索用API（SRU、SRW、
OpenSearch等）とハーベス
ト用API（OAI-PMH)を提供

AI学習用データとして有用な
データと考えられる


